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花王、兵庫県養父市と連携協定を締結 
重量運搬ドローンの自動運行技術を用いた一括輸送に関する実証実験 

ドローン技術の活用で持続可能なサプライチェーンの構築と実装をめざす 
 

花王（社長・長谷部佳宏）と兵庫県養父市（市長・広瀬栄 以下「養父市」）は、このたび7月27日に、ドロ

ーン技術を活用した持続可能なサプライチェーンの構築とその実装をめざす連携協定を締結しました。 

本年秋、養父市との連携協定に基づき、重量運搬ドローンに関する技術を有する会社などと協働し、養

父市の山間部における、重量運搬ドローンの自動運行技術を用いた一括運送ならびに自動搬送ロボット

と連携した配送無人化をめざす実証実験を実施します。 

 
花王、養父市の連携協定締結時の様子 

（写真左：花王常務執行役員 SCM部門統括 田端修、右：養父市 広瀬栄市長） 
 

なお、本件は、兵庫県内の次世代産業を創出し、県民のさらなる安心安全な暮らしを実現するため、公

益性の高い分野において民間企業が実施する社会課題の解決に資する実証実験を支援する公益財団

法人新産業創造研究機構（NIRO＝ナイロ）による公募事業「令和5年度ドローン社会実装促進実証事業」

において採択された実証実験です。 

 

花王のめざすサプライチェーン 

花王は、多様化する生活者のニーズに柔軟に対応できるマーケティングとモノづくりに向けて、需給計

画や生産・物流機能の最適化・自動化・一体運営など持続可能なサプライチェーンの構築に向けさまざま

な取り組みを進めています。また、トラックドライバーの不足やEコマース市場の拡大による輸送量の増加

など物流課題に対応するため、他メーカーや物流事業者、卸売業者、販売店などと広く連携してサプライ

チェーン情報を共有し、共同輸送など効率化を実現する共創型物流プラットフォームの構築にも取り組ん

でいます。そして、多様なパートナーとの協働や先端技術の活用により、人と社会と地球にやさしい持続

可能なサプライチェーンの構築をめざします。 

2020年12月リリース 

花王・ライオンが協働してスマート物流への取り組みを開始 

2022年10月リリース 

和歌山下津港RORO船定期航路化による製品安定供給と環境負荷低減の取り組み 

2023年3月リリース 

豊橋工場に次世代新倉庫が完成 

 

https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2020/20201222-002/
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2022/20221014-001/
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2023/20230327-001/


 

 

 

一方で、花王は、自社の物流網を全国各地に有していますが、過疎地域や山間部では陸路輸送の負

担が大きく、また輸送自体が難しい場合もあり、物流維持のための効率化は持続可能なサプライチェーン

の構築に向けた課題のひとつです。 

そこで今回、養父市協力のもと、重量運搬が可能なドローン技術を活用し、花王が全国に有する物流

拠点や市街地スーパーなどに併設したドローン広域供給拠点（ドローンデポ）から、遠く離れた複数の山

間部の商店などへの一括供給を想定した実証実験を実施します。また、今回の実証実験で得られた知見

を活かし、今後は、さまざまなドローン技術の特性を活かした実証実験を継続的に実施していく予定です。

2024年には、海上ルートを利用した長距離ドローン運送で時間短縮と効率化に向けた実証実験も検討す

るなど、花王の日用品物流の知見に加えてドローン技術を活用することで、新たに効果的な物流網の構

築と社会実装・定期運航をめざし、順次取り組みを進めてまいります。 

 

養父市との連携協定の概要 

⚫ ドローンを活用した中山間地域での新しい物流サービスの実証と経済性を含む検証 

⚫ ドローンを含む空路輸送から陸路物流網接続サービスの自動化についての共同検討 

⚫ 市民の健康衛生に係る啓発活動 

 

実証実験の概要 

実施時期 2023年秋 

検証内容 
20kg積載が可能な大型ドローンを使用した一括輸送の効果検証 

山越えにおける電波の安定確保と飛行の安全性担保の検証 

輸送物 花王製品 

 

花王グループは、「豊かな共生世界の実現」をパーパスに、2019年にESG戦略「Kirei Lifestyle Plan」（キ

レイライフスタイルプラン）を策定し、2021年より「未来のいのちを守る～Sustainability as the only path」を

ビジョンに掲げた中期経営計画「K25」に取り組んでいます。 

また、ビジョンの中では“未来への5つの約束”を明文化しており、今回の取り組みはその中の「誰ひとり

取り残さない、着実な一歩。Leave No One Behind」に寄与するものです。 

 

「01Kao」具現化第2弾 

今回の取り組みは、2021年7月より花王グループ全社員を対象にスタートした、社員一人ひとりが持つ

アイデアを公募し、事業化や社内構造改革等を実現させる制度「01Kao」（ゼロワンカオウ）における具現

化第2弾となる取り組みです。花王は、中期経営計画「K25」の方針のひとつとして「社員活力の最大化」を

掲げており、その一環として「01Kao」は大きな役割を果たしています。 

2022年7月リリース（『01Kao』具現化第1弾） 

花王とカインズ、循環型梱包材として折りたたみコンテナをテスト導入 

2022年7月リリース（『01Kao』具現化第1弾） 

花王とコストコ、循環型梱包材として折りたたみコンテナをテスト導入 

https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2022/20220706-001/
https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2022/20220719-001/


 

 

関連情報 

⚫ 花王、ESG戦略「Kirei Lifestyle Plan」を発表 

⚫ 未来に向けた「花王グループの新たな挑戦」 ESG経営に大きく舵を切る 

⚫ 花王のサステナビリティ 

 

https://www.kao.com/jp/corporate/news/sustainability/2019/20190422-001/
https://www.kao.com/jp/corporate/news/business-finance/2019/20190926-001/
https://www.kao.com/jp/corporate/sustainability/
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